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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 テ ス ト ピ ー ス を 受 け 入 れ る よ う 構 成 さ れ た 密 封 可 能 室 で あ っ て 、 前 記 テ ス ト ピ
ー ス が 前 記 室 内 に あ る 間 ト レ ー ス ガ ス を 収 容 す る も の で あ る 密 封 可 能 室 と 、
　 前 記 室 に 気 体 流 通 可 能 に 装 着 さ れ た ト レ ー ス ガ ス 透 過 性 部 材 と 、
　 イ オ ン ポ ン プ を 備 え 、 前 記 透 過 性 部 材 と 気 体 流 通 可 能 で
あ り か つ 、 前 記 室 か ら 前 記 透 過 性 部 材 を 通 過 し た 前 記 ト レ ー
ス ガ ス を 検 出 す る よ う 構 成 さ れ た ト レ ー ス ガ ス セ ン サ と
を 含 み 、
　 前 記 密 封 可 能 室 は 、 前 記 ト レ ー ス ガ ス セ ン サ を 除 い て 、

真 空 ポ ン プ 装 置 と の 気 体 流 通 か ら 切 り 離 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 漏 れ 検 出 装 置

【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 が 石 英 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 が 石 英 部 材 を 含 み 、
　 前 記 装 置 は 更 に 、 前 記 石 英 部 材 と 熱 接 触 す る 加 熱 部 材 と 、 前 記 加 熱 部 材 を 制 御 す る よ う
構 成 さ れ た ヒ ー タ 制 御 部 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 が ポ リ マ ー 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 の ト レ ー ス ガ ス 透 過 度 が 制 御 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 が ヘ リ ウ ム を 透 過 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ト レ ー ス ガ ス セ ン サ は 、 前 記 ト レ ー ス ガ ス を 収 容 す る 前 記 テ ス ト ピ ー ス が 前 記 室 内
に 配 置 さ れ た 後 、 指 定 し た 時 に 前 記 ト レ ー ス ガ ス を 検 出 す る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】

て 包 囲 す

た ト レ ー ス ガ ス セ ン サ で あ っ て
当 該 ト レ ー ス ガ ス セ ン サ へ と

前 記 イ オ ン ポ ン プ に よ る 漏 れ 検
出 の 間 、 と と も に 、 前 記 密 封 可 能 室 へ
の い か な る 入 り 口 か ら も 切 り 離 さ れ て い る 。



　 前 記 透 過 性 部 材 お よ び 前 記 ト レ ー ス ガ ス セ ン サ を 包 囲 す る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ を 前 記 室 へ 取 り 付 け る た め の 真 空 フ ラ ン ジ と を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 密 封 可 能 室 、 前 記 室 と 気 体 流 通 可
能 な ト レ ー ス ガ ス 透 過 性 部 材 、 お よ び 、 イ オ ン ポ ン プ を 備 え た ト レ ー ス ガ ス セ ン サ で あ っ
て 、 前 記 透 過 性 部 材 と 気 体 流 通 可 能 な ト レ ー ス ガ ス セ ン サ を 設 け る こ と と 、
　 前 記 室 に あ る 間 ト レ ー ス ガ ス を 収 容 し て い る テ ス ト ピ ー ス を 、 前 記 室 に 配 置 す る こ と と
、
　 前 記 ト レ ー ス ガ ス を 、 前 記 室 か ら 前 記 透 過 性 部 材 を 介 し て
通 過 さ せ る こ と と 、
　 前 記 ト レ ー ス ガ ス を 前 記 ト レ ー ス ガ ス セ ン サ で 検
出 す る こ と と
を 含 み 、
　 前 記 密 封 可 能 室 は 、 前 記 ト レ ー ス ガ ス セ ン サ を 除 い て 、

真 空 ポ ン プ 装 置 と の 気 体 流 通 か ら 切 り 離 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 漏 れ 検 出 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 が 石 英 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 が 石 英 部 材 を 含 み 、
　 前 記 方 法 は 、 前 記 石 英 部 材 を 加 熱 す る こ と を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 が ポ リ マ ー 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 が ヘ リ ウ ム を 透 過 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ト レ ー ス ガ ス を 前 記 透 過 性 部 材 を 介 し て 通 過 さ せ る こ と が 、 前 記 透 過 性 部 材 の ト レ
ー ス ガ ス 透 過 度 を 制 御 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 の ト レ ー ス ガ ス 透 過 度 を 制 御 す る こ と は 、 漏 れ 検 出 感 度 を 制 御 す る こ と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 透 過 性 部 材 の ト レ ー ス ガ ス 透 過 度 を 制 御 す る こ と は 、 前 記 透 過 性 部 材 の 温 度 を 制 御
す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ト レ ー ス ガ ス を 検 出 す る こ と は 、 ヘ リ ウ ム を 検 出 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ト レ ー ス ガ ス を 検 出 す る こ と は 、 ト レ ー ス ガ ス を 収 容 す る 前 記 テ ス ト ピ ー ス が 前 記
室 内 に 配 置 さ れ た 後 、 指 定 し た 時 に 前 記 ト レ ー ス ガ ス を 検 出 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
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